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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

ロールベールサイレージ調製時には、機械作業により汚染された土壌や植物残さが予乾牧草に混入し、放射性セシウ

ム濃度が高まることが懸念されてることから、生草からロールベールサイレージへ調製する際の放射性セシウム濃度の

上昇について検討した。

(1) 空間線量

ロールベールサイレージ調製作業中の空間線量（1m）は作業前の1cm空間線量と同等となった（表1）。

(2) 生草とロールベールサイレージの放射性セシウム濃度

ア 平成22年９月更新のペレニアルライグラス草地

（新播草地：フォールアウト時に牧草の生育が進んでいた草地）

１番草および２番草ともに、ロールベールサイレージに調製した場合の放射性セシウム濃度は上昇し、1

番草では調製前の生草と比較して最大158%、平均で119%となった（表2）。

イ 平成16年10月更新のオーチャードグラスとイタリアンライグラス混播草地

（経年草地：フォールアウト時に生育が見られなかった草地）

ロールベールサイレージに調製した場合の放射性セシウム濃度は上昇し、調製前の生草と比較して最大

138%、平均110%となった（表3）。

生草からロールベールサイレージに調製した場合の放射性セシウム濃度は100～158％のバラツキで上昇し、

平均で 12％上昇する結果となった。

２ 期待される効果

(1) 立毛時の牧草の放射性セシウム濃度モニタリングデータからロールベールサイレージの放射性セシウム濃度を

推定できる。

(2) 機械作業時の作業者の内部被ばく防止の啓発。

３ 活用上の留意点

(1) 機械作業の方法により、ロールベールサイレージの放射性セシウムの汚染程度は異なる。



Ⅱ 具体的データ等

表１ ロールサイレージ調製時の空間線量

表２ 生草とロールサイレージの放射性セシウム濃度（新播草地）

表３ 生草とロールサイレージの放射性セシウム濃度（経年草地）
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(1) 平成２３年度農業総合センター試験成績概要

空間線量(1cm) 空間線量(1m)

0.75µSV/h 0.41µSV/h

作業中空間線量(1m)

0.88µSV/h

平均 最大

5月16日 1番草生草 4,627 -
5月19日 1番草ｻｲﾚｰｼﾞ 5,501 7,290
6月29日 2番草生草 258 -
6月30日 2番草ｻｲﾚｰｼﾞ 277 352

放射性セシウム濃度 Bq/ｋｇ
※80%水分換算調製日 ステージ

平均 最大
5月25日 1番草生草 727 -
6月8日 1番草ｻｲﾚｰｼﾞ 798 1,000

放射性セシウム濃度 Bq/ｋｇ
※80%水分換算調製日 ステージ


